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コロナ患者（発熱相談）の対応のため、予定の時期を大幅に過ぎてしまいました。皆様の医療機関
ではいかがされていますか。先の見えない状況ですが、ご自愛ください。編集部F
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令和３年度　ケアマネジャーとの意見交換会 アンケート結果

北秋田市民病院　事務長　小　野　雅　彦

　この度、北秋田市民病院事務長を拝命し、４月より着任いたしました小野雅彦と申します。

今後、何卒よろしくお願い申し上げます。

　前任地は県南の雄勝中央病院でした。病院の規模や機能、地域の状況など似た部分も多く、今

のところ違和感なく過ごさせていただいております。着任から４か月ほど経過しましたが、お会い

する多くの方 よ々り丁寧なご対応をいただき、人が優しい街であることを実感しております。

　医療の動向に目を向けますと、地域医療構想で目標とされていた２０２５年が間近に迫る中

で、新型コロナウイルス感染症の影響から患者さんの受療行動も変容を来たしており、想定され

ていたいくつかの大きな変化が一足飛びにやってきてしまった感があります。ともすれば新型コ

ロナウイルス感染症への対応をはじめ、目先の事案への対応に忙殺されてしまいますが、この大

きな変化をしっかりと受け止め、我々自身も変化していく必要があるものと考えております。

　医師の働き方改革への対応も求められる中、とりわけ地域医療連携の機能強化は待ったなし

で取り組む必要がありますが、これを成し遂げるためには、地域の先生方、介護施設等の関係者

の皆様のご協力をはじめ、特に地域住民の皆様のご理解が不可欠です。

　機能集約、効率化が求められる時流にあっても、当院が引き続き当地域の中核病院としての役

割を担えるよう懸命に取り組んでまいりますので、皆様の変わらぬご支援とご協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。

　新型コロナウィルスの感染対策の一環として WEB 会議ソフトを利用し、３月２４日に北秋田
市近隣のケアマネジャー１３名が参加した「令和３年度意見交換会～コロナ禍における退院支援
～」と題してオンライン研修会を実施しました。約２年前までは、当地域のケアマネジャーや施
設職員を対象に当院主催の研修会を年１～２回実施していましたが、オンライン研修は初めての
試みです。
　患者サポートセンター長：佐藤誠医師から開会のご挨拶を頂いたあとは、２つに分かれてグルー
プワークを行いました。「面会制限のため、入院患者の様子が分からない」「看護師や MSW か
ら聞いた情報と、退院時に実際に見た患者状態に差異がある」という２点が共通した意見でした。
　他地域の病院に担当利用者が入院したことのあるケアマネジャーからは他病院での取組が紹介
され、別の参加者からは患者の院内での生活状況の動画撮影をしたいとの希望もありました。検
討が必要な提案もありましたが、コロナ禍においてもスムーズな退院支援のために貴重な意見を
お伺いできました。研修後のアンケート結果では、オンライン形式の研修でも８割を超える参加
者が満足感を示して頂けました。
　おそらく今後も面会制限や集合研修等がやりにくい状況が継続することが予想されますので、
新たなテーマでオンライン研修を企画する予定です。当院でも柔軟な対応をしながら地域包括ケ
アシステムの構築に寄与して参りたいと思います。

患者サポートセンター　藤　田　裕太郎　

ケアマネジャーとの意見交換会
「新任の挨拶」
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地域医療連携室　令和３年度実績報告
　当院との医療連携、および病診連携につきまして
は日頃より格別のご協力を賜り、感謝申し上げます。
昨年度は新型コロナウイルスの影響がありましたが、
発熱外来受診希望者のご紹介があり大幅に増加し
ておりました。詳細は右記の通りご報告いたします。
　今年度も感染対策を充実しながらの顔の見える
関係づくり、施設嘱託医業務においてもスムーズな
病診連携に重ねてご協力お願い申し上げます。
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　４月から歯科口腔外科に赴任してきました戸矢勲です。口腔領域の疾患に対し

て適切な医療を提供することに努め、地域の方々の健康の改善・維持・増進に貢

献できればと考えております。宜しくお願いします。

歯科口腔外科　戸　矢　　　勲

　北秋田市民病院のリハビリテーション科を紹介いたします。
　リハビリテーション科は 3 つの職種で構成されており、座る・立つ・歩くなど基本的な動
作の訓練を行う理学療法士、上肢の機能訓練や日常生活などの訓練を行う作業療法士、こ
とばや食事の際の飲み込み（嚥下）の訓練を行う言語聴覚士が計15 名在籍し、それぞれが
専門性をもって地域の患者様のリハビリテーション（以下リハビリ）を行っています。
　対象者としては骨折・怪我などによる整形疾患、脳卒中などの脳血管疾患、心不全や心筋
梗塞などの循環器疾患、がん・肺炎などの内科疾患など多岐にわたっています。外来でもス
ポーツ障害や小児療育など行っています。我々リハビリスタッフも地域の様々なニーズに対応
するため、定期的に医師やスタッフ間で勉強会を開き、知識・治療技術の底上げを行うなど
日々研鑽を重ねております。
　当院の患者様は高齢者が多く、病気で何日か寝込んだだけで体力が低下し、歩いて入院し
た人が歩けなくなり自宅など元の生活に戻れなくなることが珍しくありません。
　身体機能の低下を防ぐため、出来るだけ早期にリハビリを開始するだけでなく必要に応じ
て理学療法士、作業療法士、言語聴覚士がチームを作り、一人の患者のために専門性を生か
した治療を行っています。また医師や看護師、管理栄養士など他の医療職と定期的にカンファ
レンス（会議）を行い治療方針を共有することで一人の患者様に対してより良い治療や療養
環境を提供できるよう努めています。
　日々業務に追われており決して楽な職場とは言えませんが、外来などで退院した患者様と
会いお礼の笑顔を頂いたときなどは、報われた気分になりこの仕事をやってよかったと思う
ひと時であります。これからも、地域のみなさまが笑顔で生活できるようリハビリ科一丸と
なって励んでいきたいと思います。

リハビリテーション科技師長　成　田　　　修

おらほの病院おらほの病院おらほの病院おらほの病院
～リハビリテーション科のご紹介～

　４月から産婦人科に赴任しました山本博毅と申します。大曲厚生医療センターに

13年勤務しておりましたが、このたび北秋田市民病院に参りました。地域の皆様方

のお役に立てますよう努めて参ります。よろしくお願いいたします。

産婦人科　診療部長　山　本　博　毅

　７月から外科として勤務させていただく事となりました。以前もこちらで働か

せていただき５年ぶりに戻ってきました。アットホームな雰囲気であるこの地域

でまた働くことができて嬉しく思います。これからよろしくお願いいたします。

外科　医長　藤　田　　　啓

　４月より内科で勤務させていただいております木村結子と申します。地域の皆様、

一人ひとりの思いに寄り添った診療を心がけて参ります。どうぞよろしくお願い致し

ます。

内科　木　村　結　子

新任医師の紹介

　秋田市の出身で、北秋田市民病院にはなんと２度目の転勤です。前回お世話に

なった先輩方や地域の先生方から、またご指導を頂きながら診療にあたりたいと

思っています。よろしくお願いいたします。

内科　加　澤　隆　康
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13時～15時

14時～16時

15時～17時

17時以降

Q5.開催する曜日

平日

土曜

日曜

１ １

2
2

11

13

3

１ 2

10

2 1 2

000

10 11

6

0 0

0
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あとがき

６ 杜 の 風

コロナ患者（発熱相談）の対応のため、予定の時期を大幅に過ぎてしまいました。皆様の医療機関
ではいかがされていますか。先の見えない状況ですが、ご自愛ください。編集部F

 


